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『 みんなちがって、みんないい 』

講話 教務主任 社本 功

今日の先生のお話のタイトルは「？？？」。この後のお話を聞いて考えてください。

さて、これは何だかわかりますか？ そう、「納豆」です。

１年生を迎える会でのクイズで、校長先生が「苦手だ」という

お話しをされたものですね。それでは、「納豆が好きな人？」「じ

ゃあ、苦手な人？」…好きな人の方が多いようですね。実は、

先生は、３０歳を過ぎてから納豆が好きになりました。それま

では、校長先生同様、嫌いな食べ物の一つでした。好きになっ

た理由は、当日勤めていた弥富中学校の給食に納豆が登場したことでした。「納豆の

天ぷら」というメニューでした。納豆独特のにおいはあるものの、これが、食べて

みるとたいへん香ばしく、素晴らしい味付けがされていたため、「おいしい」と思う

ことができたのがきっかけでした。

さて、ここで、納豆が好きだと答えてくれたみなさんに質問します。納豆を食べ

るときに、辛子とたれを入れて、これでもか、というくらいにたくさん糸を引くま

でかき混ぜて、温かいご飯に乗っけて一気に口の中にかき込むのですが、その際に、

①「辛子とタレを納豆の上にのせ、そのあとで一気に糸を引くまでかき混ぜる」

②「まず、納豆だけを一気にかき混ぜて、十分糸を引かせたあとに辛子とタレ

を混ぜる」

①と②のどちらですか？

次の質問です。さて、おいしい納豆を食べるためには①と②のどちらがいいでし

ょうか？ ①だと思う人？ ②だと思う人？

実は、これは先生が朝学校へ来るまでに聞いているラジオで放送されていたこと

なのですが、納豆を作っている会社の方のお話では、おいしく食べるには、②の方

がおすすめだということです。先生は長年、ずっと①の手順で納豆を食べていまし

た。しかし、この放送を聞いてからは②の手順で食べるようにしています。なんと

なくおいしい・・・のかな？と思いつつ。

そして、そのラジオ放送の締めくくりはこのような話で

した。①か②か、結局どちらでも構わないということでし

た。納豆を食べる人が、おいしいと思って食べることがで

きるならそれでいいということでした。

ところで、これを聞いたとき、思い出したのがこの人で

した。誰だかわかりますか？「金子みすゞ」さんです。そ

して、この「金子みすゞ」さんのある詩がすぐに浮かんできました。

タイトルは「わたしと小鳥とすずと」

「みんなちがって、みんないい」本当は当たり前のことなの
に、一つの基準で、または、自分の基準でその価値を決めてしまい

がちです。そのように考えて生活していると、この言葉が心に鋭く、

そして優しく響いてきます。



きっと、この言葉に救われる人も多いのではないでしょうか？価値や基準は一つ

ではありません。勉強や運動など、友だちや兄弟とくらべて、「かなわないな」とい

うことがあるかもしれません。でも、自分の価値が失われることはありません。

たとえば、トマトで考えてみましょう。「大きいトマトもプチトマト」も「黄色も

オレンジも黒も緑のも」。「みんなちがってみんないい」。こ

れを自分やまわりの友だち、家族や先生にも当てはめてみて

ください。みんな同じでいいでしょうか？

やっぱり、「みんなちがって、みんないい」ですね。

さて、最初にもどって・・・、今日の先生のお話のタイト

ルは何でしょうか？そう、「みんなちがって、みんないい」

です。みんなしっかり、話を聞いてくれましたね。

プール開き
７日に梅雨入りが発表されましたが、その後好天続きで、

１３日（火）に予定通りプール開きとなりました。

楽しそうな歓声が聞こえてきますが、まだ水温は低く、しば

らくすると「寒い」という児童も出てきたようです。しかし、

相変わらず晴天は続いているので、徐々に水温も上がり、絶好

のプール日和となりつつあるようです。低学年は水慣れ、中学

年は２５ｍ完泳、高学年は２種目２５ｍ完泳を目指します。こ

れから１か月半、体育の授業や夏休みの水泳教室、プール開放

などで水に親しみながら泳ぎを身につけ、

体力向上とともに水難防

止に役立てていきたいと

思います。


